
(57)【要約】

【課題】携帯用無線機端末のアンテナは、端末を小形化

すると、効率の劣化や使用周波数の狭帯域化を起し、手

での保持は人体により特性に悪影響を与える。高誘電率

材料による別のチップアンテナは、効率が低く、使用周

波数帯域も限られ、特性が人体の影響を受ける。

【解決手段】携帯用無線機本体の内部に設置された回路

基板と第一、第二のイヤホンとの間に音声伝送路を形成

するよう、それぞれ回路基板と回路基板からの線路が二

つに分岐し、分岐先で第一、第二のイヤホンに接続され

る第一、第二の金属線を備え、第一、第二の金属線は第

一イヤホンから第二のイヤホンまでの長さが略同一で、

第一、第二の金属線は互いに非接触で近接して配置され

、かつ分岐点近傍で異なるイヤホン側にそれぞれ第一、

第二のインダクタを備え、分岐点より、イヤホン側の第

一、第二の金属線でダイポールアンテナを形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 携 帯 用 無 線 機 本 体 の 内 部 に 設 置 さ れ た 回 路 基 板 と 、 第 一 、 第 二 の イ ヤ ホ ン と 、 第 一 、 第
二 の 金 属 線 と 、 第 一 、 第 二 の イ ン ダ ク タ と を 備 え 、 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 は 音 声 信 号 伝
送 路 を 形 成 し 、 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 前 記 音 声 信 号 伝 送 路 は 二 つ に 分 岐 し 、 分 岐 先 で
第 一 、 第 二 の イ ヤ ホ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 は 前 記 第 一 の イ ヤ ホ ン か ら 前
記 第 二 の イ ヤ ホ ン ま で の 長 さ が 略 同 一 で 、 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 は 互 い に 非 接 触 で 近 接
し て 配 置 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 は 前 記 分 岐 点 の 近 傍 で 異 な る イ ヤ ホ ン 側
に そ れ ぞ れ 前 記 第 一 、 第 二 の イ ン ダ ク タ を 備 え 、 前 記 分 岐 点 よ り 、 イ ヤ ホ ン 側 の 前 記 第 一
、 第 二 の 金 属 線 で ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 二 の 金 属 線 は 、 分 岐 し な い 二 本 の 金 属 線 で 形 成 さ れ 、 前 記 二 本 の 金 属 線 は 前 記 回
路 基 板 と 前 記 第 一 、 第 二 の イ ヤ ホ ン と を 接 続 し 、 前 記 第 一 の 金 属 線 と 前 記 二 本 の 金 属 線 は
互 い に 非 接 触 で 近 接 し て 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 ま た は 第 二 の イ ン ダ ク タ は 前 記 回 路 基 板 か ら
の 距 離 が 略 同 じ 長 さ で 、 前 記 第 二 の イ ン ダ ク タ は 前 記 二 本 の 金 属 線 の 一 方 に 、 且 つ 前 記 第
一 の イ ン ダ ク タ と は 異 な る イ ヤ ホ ン 側 に 設 け ら れ 、 ス テ レ オ 音 声 信 号 の 伝 送 に 対 応 可 能 と
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 前 記 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 異 な る 種 類 の ア ン テ ナ を 備 え 、 前
記 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 前 記 異 な る 種 類 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ
と を 備 え 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2記 載 の ア ン
テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 前 記 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 異 な る 種 類 の ア ン テ ナ を 備 え 、 前
記 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 前 記 異 な る 種 類 の ア ン テ ナ の そ れ ぞ れ で 受 信 さ れ る 電 力 を 最 大 比
合 成 す る 回 路 を 備 え 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2
記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 一 及 び 第 二 の 金 属 線 の 前 記 分 岐 点 か ら 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の イ ヤ ホ ン の 側 に 沿 う
所 定 の 伝 搬 波 長 の 略 1/4波 長 の 位 置 に 、 第 三 ま た は 第 四 の イ ン ダ ク タ が 前 記 第 一 及 び 第 二
、 若 し く は 何 れ か 一 方 の 金 属 線 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 4の 何 れ
か 一 に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 及 び 第 二 の 金 属 線 の 前 記 分 岐 点 か ら 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の イ ヤ ホ ン の 側 に 沿 う
所 定 の 伝 搬 波 長 の 略 1/4波 長 の 位 置 に キ ャ パ シ タ が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 同
士 が 前 記 キ ャ パ シ タ を 介 し て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 4の 何 れ か 一
に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 及 び 第 二 の 金 属 線 の 、 前 記 第 三 及 び 第 四 の イ ン ダ ク タ ま た は 前 記 キ ャ パ シ タ か
ら 前 記 第 一 及 び 第 二 の イ ヤ ホ ン に 至 る 迄 の 部 分 を 磁 性 体 で 覆 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
5ま た は 請 求 項 6記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 分 岐 点 近 傍 の 前 記 第 一 及 び 第 二 の 金 属 線 に イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 回 路 を 形 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 7の 何 れ か 一 に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 一 ま た は 第 二 の 金 属 線 を 使 用 者 の 衣 服 に 固 定 す る 為 の 手 段 を 前 記 第 一 ま た は 第 二
の 金 属 線 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 8の 何 れ か 一 に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 及 び 第 二 の 金 属 線 に お い て 、 前 記 回 路 基 板 か ら 前 記 分 岐 点 ま で の 部 分 を 、 同 軸
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線 路 で 置 き 換 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1か ら 請 求 項 9の 何 れ か 一 に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 同 軸 線 路 に チ ョ ー ク 構 造 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10記 載 の ア ン テ ナ 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 携 帯 電 話 機 端 末 や 携 帯 テ レ ビ 端 末 等 の 無 線 機 端 末 に 対 し て 適 用 さ れ る ア ン テ ナ
装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ヤ ホ ン コ ー ド を ア ン テ ナ と し て 兼 用 す る 技 術 に 、 例 え ば 特 開 平 9-51222号 公 報 に 掲 載
さ れ た も の が あ る 。 図 6は そ の 概 略 構 成 図 で あ る 。 13は 無 線 機 、 14は 信 号 線 、 15は 給 電 線
、 16は シ ー ル ド ケ ー ス 、 18は イ ヤ ホ ン ま た は マ イ ク で あ る 。 イ ヤ ホ ン ま た は マ イ ク 18が 、
信 号 線 14を 介 し て 、 無 線 機 13の 電 気 回 路 (音 声 処 理 回 路 )に 接 続 さ れ 、 こ の 信 号 線 14の う ち
接 地 側 の 線 の 一 部 が 給 電 点 Fと な り 、 給 電 線 15と 接 続 す る こ と で 信 号 線 14が ア ン テ ナ 素 子
と し て 動 作 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 イ ヤ ホ ン 部 に ア ン テ ナ 素 子 を 搭 載 し た ア ン テ ナ ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 装 置 に 関 し 、
特 開 2001-251232号 公 報 に 記 載 さ れ た も の が あ る 。 図 7は そ の 概 略 構 成 図 で あ る 。 AN0は 主
ア ン テ ナ 、 AN１ は 副 ア ン テ ナ 、 30は プ ラ グ 、 60は イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク 、 100は 携 帯 電 話 機 本
体 、 200は イ ヤ ホ ン 部 、 300は コ ー ド で あ る 。 イ ヤ ホ ン 200内 に は 高 誘 電 率 材 料 で 形 成 さ れ
る チ ッ プ ア ン テ ナ が 搭 載 さ れ る 。 コ ー ド 300が 携 帯 電 話 機 100に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 こ の チ
ッ プ ア ン テ ナ と 主 ア ン テ ナ AN0と に よ り 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 が 行 わ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ５ １ ２ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ １ ２ ３ ２ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 、 小 形 化 の 進 む 携 帯 電 話 機 端 末 や 携 帯 テ レ ビ 端 末 に 代 表 さ れ る 無 線 機 端 末 は 、 ホ イ
ッ プ ア ン テ ナ 等 の ア ン テ ナ 素 子 を 搭 載 し て い る 。 こ れ ら の 無 線 機 端 末 は 、 ア ン テ ナ 素 子 を
含 め た 無 線 機 端 末 全 体 の 大 き さ を 、 所 定 の 伝 搬 波 長 に 対 し て 十 分 に 大 き く 確 保 で き て い な
い 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ 素 子 だ け で な く 、 無 線 機 端 末 の 内 部 の 回 路 基 板 の グ ラ ウ ン ド に も
電 波 の 送 受 信 に 寄 与 す る 電 流 が 流 れ る の で 、 回 路 基 板 の 大 き さ 、 さ ら に は 無 線 機 端 末 の 大
き さ も 、 ア ン テ ナ の 特 性 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 無 線 機 端 末 は 、 手 で 保 持 し 使 用 す る 状 況 が 多 い 。 小 形 化 さ れ た 無 線 機 端 末 は 手 で 覆
わ れ る 部 分 が 多 く 、 人 体 の 影 響 か ら ア ン テ ナ 効 率 は 劣 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 の 保 持 に よ る ア ン テ ナ 効 率 の 劣 化 を 抑 制 す る に は 、 回 路 基 板 の グ ラ ウ ン ド を 流 れ る 、
電 波 の 送 受 信 に 寄 与 す る 電 流 を 少 な く す れ ば よ い 。 そ の た め に 、 ア ン テ ナ 素 子 を 長 く す る
こ と も 有 効 で あ る 。 し か し な が ら 、 ア ン テ ナ 素 子 を 長 く す る と 、 ア ン テ ナ の 入 力 イ ン ピ ー
ダ ン ス は 高 く な り 、 整 合 を 図 る 際 に 使 用 で き る 周 波 数 帯 域 も 狭 く な る 。 さ ら に 、 ア ン テ ナ
素 子 の 長 さ が 、 所 定 の 伝 搬 波 長 の 1/2、 3/4、 1程 度 と な る と 、 ア ン テ ナ 素 子 上 の 電 流 分 布
に は 節 が 生 じ 、 放 射 パ タ ー ン に ヌ ル が 多 く 生 じ る 。 こ れ は 感 度 の よ い 通 信 を 妨 げ る も の と
な る 。 さ ら に 、 ア ン テ ナ 素 子 を 長 く す る こ と は 、 無 線 機 端 末 全 体 の 小 形 化 、 デ ザ イ ン 性 の
向 上 に 大 き な デ メ リ ッ ト を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 こ の よ う な こ と か ら 、 図 6に 示 す 従 来 の ア ン テ ナ 装 置 で は 、 無 線 機 端 末 の 大 き さ が ア ン
テ ナ 特 性 へ 与 え る 影 響 が 大 き く 、 無 線 機 端 末 を 小 形 化 す る と 、 ア ン テ ナ 効 率 の 劣 化 や 、 使
用 で き る 周 波 数 の 狭 帯 域 化 が 引 き 起 こ さ れ 、 無 線 機 端 末 の 小 形 化 や 形 状 の 自 由 性 を 阻 害 し
て い る 。 さ ら に 、 ア ン テ ナ 特 性 は 無 線 機 端 末 を 手 で 保 持 し た 際 に 人 体 に よ る 悪 影 響 を 受 け
や す い 。
　 ま た 、 図 7に 示 す 従 来 の ア ン テ ナ 装 置 で は 、 チ ッ プ ア ン テ ナ を 用 い て い る 。 チ ッ プ ア ン
テ ナ は 高 誘 電 率 材 料 を 用 い て お り 、 一 般 的 に 誘 電 体 損 等 に よ り ア ン テ ナ 効 率 は 低 く 、 使 用
で き る 周 波 数 帯 域 も 極 限 ら れ て い る 。 さ ら に 、 イ ヤ ホ ン 部 に チ ッ プ ア ン テ ナ を 内 蔵 す る 関
係 上 、 ア ン テ ナ 特 性 は 人 体 の 影 響 を 強 く 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 一 部 を そ の ま ま ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と し て 兼 用 す る も の で
あ る 。 こ の よ う に ア ン テ ナ を 形 成 す る と 、 無 線 機 端 末 の 影 響 を 受 け な い 為 、 無 線 機 端 末 を
手 で 保 持 し て も 、 ア ン テ ナ 効 率 は 劣 化 せ ず 、 安 定 し た 電 波 の 送 受 信 が 可 能 と な る 。 さ ら に
は 、 無 線 機 本 体 の 大 き さ や 形 状 の 自 由 度 を 高 め る こ と に も つ な が る 。 ま た 、 イ ヤ ホ ン コ ー
ド の 長 さ を 適 切 に 設 定 す る こ と で 、 半 波 長 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 す る こ と が 容 易 で あ
り 、 使 用 可 能 な 周 波 数 帯 域 も 確 保 で き る 。 無 線 機 端 末 に 搭 載 さ れ た ア ン テ ナ と の ダ イ バ ー
シ テ ィ 受 信 を 行 う 際 に も 、 用 い る ア ン テ ナ 間 の 距 離 を 十 分 に 離 す こ と が で き 、 且 つ ア イ ソ
レ ー シ ョ ン 特 性 も 非 常 に 良 い 為 、 高 性 能 な ダ イ バ ー シ テ ィ 効 果 を 実 現 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 携 帯 用 無 線 機 本 体 の 内 部 に 設 置 さ れ た 回 路 基 板 か ら の 音 声 信
号 を 二 つ に 分 岐 し て そ れ ぞ れ 第 一 、 第 二 の イ ヤ ホ ン に 伝 送 す る 第 一 の 金 属 線 と 、 第 二 の 金
属 線 を 備 え 、
　 前 記 第 一 の 金 属 線 の 第 一 の イ ヤ ホ ン か ら 第 二 の イ ヤ ホ ン ま で の 長 さ と 、 第 二 の 金 属 線 の
第 一 イ ヤ ホ ン か ら 第 二 の イ ヤ ホ ン 迄 の 長 さ が 略 同 一 で 、 前 記 第 一 の 金 属 線 と 第 二 の 金 属 線
は 非 接 触 で 近 接 し て 配 置 さ れ 、 さ ら に 、 第 一 の 金 属 線 の 分 岐 点 と 第 二 の 金 属 線 の 合 流 点 近
傍 で か つ イ ヤ ホ ン 側 に そ れ ぞ れ 第 一 、 第 二 の イ ン ダ ク タ を 備 え 、 前 記 分 岐 点 と 合 流 点 よ り
、 イ ヤ ホ ン 側 の 前 記 第 一 、 第 二 の 金 属 線 で ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 イ ヤ ホ ン に 音 声 信 号 を 伝 達 す る 為 の グ ラ ウ ン ド 線 及 び 信 号 線
を そ の ま ま 利 用 し て ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 し て い る 為 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は 、 そ の
特 性 が 、 回 路 基 板 2を 内 蔵 す る 無 線 機 本 体 1の 大 き さ や 、 形 状 の 影 響 を 受 け ず 、 無 線 機 本 体
1の 大 き さ や 形 状 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 無 線 機 本 体 １ を 手 で 保 持 し て
も ア ン テ ナ 効 率 は 劣 化 し な い 。 本 発 明 で は 、 ア ン テ ナ 専 用 の 素 子 を 別 途 イ ヤ ホ ン コ ー ド に
内 蔵 し た 場 合 と 比 較 し 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 軽 量 化 、 低 コ ス ト 化 に 貢 献 し て い る 。 ま た 、 イ
ヤ ホ ン コ ー ド の 長 さ を 適 切 に 設 定 す る こ と で 、 略 1/2波 長 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 す る
こ と も 容 易 で あ り 、 使 用 で き る 周 波 数 帯 域 を 広 く 確 保 す る こ と も で き る 。 ま た 、 無 線 機 端
末 に 搭 載 さ れ た ア ン テ ナ と の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 を 行 う 際 に も 、 用 い る ア ン テ ナ 間 の 距 離
を 十 分 に 離 す こ と が で き 、 且 つ ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 も 非 常 に 良 い 為 、 高 性 能 な ダ イ バ ー
シ テ ィ 効 果 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 図 中 同 一 、 ま た
は 相 当 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 1は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 構 成 図 で あ る 。 本 ア ン テ ナ 装 置 は UHF帯 テ レ ビ 放 送 視
聴 機 能 を 備 え た 無 線 端 末 の ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る も の で 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 一 部 を ダ イ ポ
ー ル ア ン テ ナ と し て 兼 用 す る も の で あ る 。 こ こ で 使 用 す る イ ヤ ホ ン コ ー ド は モ ノ ラ ル タ イ
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プ で あ る 。
　 以 下 図 に 従 い 実 施 の 形 態 １ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 に お い て 、 1は 無 線 機 本 体 、 2は 無 線 機
本 体 1の 内 部 に 設 置 さ れ た 回 路 基 板 、 3は イ ヤ ホ ン プ ラ グ 、 4は イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク 、 5aは 第
一 の イ ヤ ホ ン 、 5bは 第 二 の イ ヤ ホ ン 、 6は グ ラ ウ ン ド 線 、 6aは グ ラ ウ ン ド 線 6の 分 岐 後 に 第
一 の イ ヤ ホ ン 5aと 接 続 を 行 う 左 グ ラ ウ ン ド 線 、 6bは グ ラ ウ ン ド 線 6の 分 岐 後 に 第 二 の イ ヤ
ホ ン 5bと 接 続 を 行 う 右 グ ラ ウ ン ド 線 、 7は 信 号 線 、 7aは 信 号 線 7の 分 岐 後 に 第 一 の イ ヤ ホ ン
5aと 接 続 を 行 う 左 信 号 線 、 7bは 信 号 線 7の 分 岐 後 に 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bと 接 続 を 行 う 右 信 号
線 、 8aは 左 グ ラ ウ ン ド 線 6aの 一 部 が 分 岐 点 近 傍 で 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 一 の コ イ ル 、 8bは 右
信 号 線 7bの 一 部 が 分 岐 点 近 傍 で 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 二 の コ イ ル 、 9aは 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及
び 左 信 号 線 7aの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 三 の コ イ ル 、 9bは 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号
線 7bの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 四 の コ イ ル 、 Sは ア ン テ ナ と し て の 給 電 点 で 、 そ れ ぞ れ
信 号 線 7の 分 岐 点 、 及 び グ ラ ウ ン ド 線 6の 分 岐 点 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 グ ラ ウ ン ド 線 6と 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6aと 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6bと 、 信 号 線 7と 、 左 信 号 線 7a
と 、 右 信 号 線 7bと 、 第 一 の コ イ ル 8aと 、 第 二 の コ イ ル 8bと 、 第 三 の コ イ ル 9aと 、 第 四 の コ
イ ル 9bは 全 て 図 示 さ れ て い な い 絶 縁 皮 膜 12に 覆 わ れ て い る 。 な お 、 以 下 の 本 文 に 記 載 さ れ
る イ ヤ ホ ン コ ー ド と は 、 絶 縁 皮 膜 12に 覆 わ れ た 部 分 を 示 す 。
　 な お 、 無 線 機 本 体 1に は 図 示 さ れ て い な い 、 ス ピ ー カ ー 、 デ ィ ス プ レ イ 、 電 池 、 マ イ ク
、 キ ー ボ ー ド 等 が 備 わ っ て い る 。 回 路 基 板 2に は RF回 路 、 デ ィ ジ タ ル 回 路 、 画 像 処 理 回 路
、 音 声 処 理 回 路 、 バ ラ ン 等 が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 実 施 の 形 態 １ の 構 成 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 無 線 機 本 体 1に 設 置 さ れ 、 回 路
基 板 2に 接 続 さ れ た イ ヤ ホ ン プ ラ グ 3と 、 イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク 4が 接 続 さ れ る こ と で 、 グ ラ ウ
ン ド 線 6及 び 信 号 線 7は 回 路 基 板 2と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 グ ラ ウ ン ド 線 6と 信 号 線 7
は 、 回 路 基 板 2か ら イ ヤ ホ ン 5a及 び イ ヤ ホ ン 5bへ の 音 声 信 号 伝 送 線 路 を 形 成 す る 。 グ ラ ウ
ン ド 線 6及 び 信 号 線 7は 、 回 路 基 板 2か ら 給 電 点 Sま で の 間 を 、 高 周 波 (こ こ で は UHF帯 の 周 波
数 )に お い て 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 を 形 成 す る 。 グ ラ ウ ン ド 線 6は 給 電 点 Sで 左 グ ラ ウ ン ド 線 6
a及 び 右 グ ラ ウ ン ド 線 6bに 2分 岐 し 、 信 号 線 7も ま た 給 電 点 Sで 左 信 号 線 7a及 び 右 信 号 線 7bに
二 分 岐 す る 。 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aは 共 に 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aに 接 続 さ れ 、 右 グ
ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bは 共 に 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bに 接 続 さ れ る 。 左 グ ラ ウ ン ド 線 6aは
給 電 点 Sの 直 近 に 第 一 の コ イ ル 8aを 形 成 し 、 右 信 号 線 7bは 給 電 点 Sの 直 近 に 第 二 の コ イ ル 8b
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aは 、 給 電 点 Sか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aの 側 に 沿 う 、 所 定
の 伝 搬 波 長 の 1/4程 度 （ こ こ で は UHF帯 の 周 波 数 500MHzに お け る 波 長 の 略 1/4と な る 150mm）
の 位 置 に 第 三 の コ イ ル 9aを 形 成 し 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bも 同 様 に 、 給 電 点 S
か ら 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bの 側 に 沿 う 、 伝 搬 波 長 の 1/4程 度 の 位 置 に 第 四 の コ イ ル 9bを 形 成 す
る 。 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aを 近 接 し て 配 置 し て い る 為 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び
左 信 号 線 7aの 間 に 、 キ ャ パ シ タ が 分 布 し て 接 続 さ れ た 状 態 と な り 、 UHF帯 の 周 波 数 に お い
て 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aを 一 つ の 金 属 線 と し て 扱 っ て も 差 し 支 え な い 。 右 グ
ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに つ い て も 同 様 で あ る 。 こ こ で 、 第 一 の コ イ ル 8a、 第 二 の コ
イ ル 8b、 第 三 の コ イ ル 9a、 第 四 の コ イ ル 9bは 全 て 、 UHF帯 の 周 波 数 の 電 流 を 阻 止 す る 為 に
形 成 さ れ た も の で 、 コ イ ル の 巻 き 数 や ピ ッ チ を 調 整 し 、 UHF帯 の 周 波 数 に お け る リ ア ク タ
ン ス を 十 分 に 大 き く (理 想 的 に は 無 限 大 )し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 1の ア ン テ ナ は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 三 の コ イ ル 9a
に よ り 、 第 三 の コ イ ル 9aか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aま で の 間 の 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線
7aに 、 UHF帯 の 周 波 数 の 電 流 は 流 れ こ ま な い 。 ま た 、 第 四 の コ イ ル 9bに よ り 、 第 四 の コ イ
ル 9bか ら 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bま で の 間 の 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに 、 UHF帯 の 周 波
数 の 電 流 は 流 れ こ ま な い 。 こ の た め 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aに お け る 、 給 電 点
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Sか ら 第 三 の コ イ ル 9aま で の 部 分 と 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bの 給 電 点 Sか ら 第 四
の コ イ ル ま で の 部 分 が 、 UHF帯 の 周 波 数 500MHzに お け る 略 1/2波 長 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形
成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 音 声 信 号 に 用 い ら れ る 周 波 数 帯 域 は 20Hz～ 20kHzと UHF帯 の 周 波 数 と 比 較 し 十 分 に
小 さ い の で 第 一 の コ イ ル 8a、 第 二 の コ イ ル 8b、 第 三 の コ イ ル 9a、 第 四 の コ イ ル 9bは 全 て 、
音 声 信 号 の 伝 達 に 支 障 を き た さ な い 。 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ へ の 高 周 波 電 圧 の 印 加 は 、 UHF
帯 の 周 波 数 に お い て 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 を 形 成 す る グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7に よ り 行 わ
れ る 。 し か し な が ら 、 回 路 基 板 2は 不 平 衡 型 回 路 で あ る 為 、 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 を 形 成 す
る グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7と 、 回 路 基 板 2と の 接 続 に は バ ラ ン (不 平 衡 ― 平 衡 変 換 器 )を
介 す 必 要 が あ り 、 回 路 基 板 2に は バ ラ ン が 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は
平 衡 型 回 路 で あ り 、 伝 送 線 路 を 形 成 す る グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7と 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ
ナ と の 接 続 に は バ ラ ン は 必 要 な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1に よ る ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は こ の よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、
ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 特 性 は 、 回 路 基 板 2を 内 蔵 す る 無 線 機 本 体 1の 大 き さ や 、 形 状 の 影 響
を 受 け ず 、 無 線 機 本 体 1の 大 き さ や 形 状 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 無 線 機
本 体 １ を 手 で 保 持 し て も ア ン テ ナ 効 率 は 劣 化 し な い 。 本 発 明 で は 、 イ ヤ ホ ン 5に 音 声 信 号
を 伝 達 す る 為 の グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7を そ の ま ま 利 用 し て ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成
し て い る 為 、 ア ン テ ナ 専 用 の 素 子 を 別 途 イ ヤ ホ ン コ ー ド に 内 蔵 し た 場 合 と 比 較 し 、 イ ヤ ホ
ン コ ー ド の 軽 量 化 、 低 コ ス ト 化 に 貢 献 し て い る 。 ま た 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド の 長 さ を 適 切 に 設
定 す る こ と で 、 略 1/2波 長 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 す る こ と も 容 易 で あ り 、 使 用 で き る
周 波 数 帯 域 を 広 く 確 保 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 1で は ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 形 成 す る 為 に 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a、 左 信
号 線 7a、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b、 右 信 号 線 7bの そ れ ぞ れ の 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 、 第 一 の コ
イ ル 8a、 第 二 の コ イ ル 8b、 第 三 の コ イ ル 9a、 第 四 の コ イ ル 9bを 形 成 し た が 、 第 一 の コ イ ル
8a、 第 二 の コ イ ル 8b、 第 三 の コ イ ル 9a、 第 四 の コ イ ル 9bの 代 わ り に チ ッ プ イ ン ダ ク タ を 接
続 し て も 構 わ な い 。
　 第 三 の コ イ ル 9aは 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aの 両 方 に 形 成 し た が 、 左 信 号 線 7a
の み に 形 成 し て も 構 わ な い 。 第 四 の コ イ ル 9bは 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bの 両 方
に 形 成 し た が 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6bの み に 形 成 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 三 の コ イ ル 9a及 び 第 四 の コ イ ル 9bを 形 成 す る 代 わ り に 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号
線 7aに お い て 、 給 電 点 Sか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aの 側 に 沿 う 、 所 定 の 伝 搬 波 長 の 1/4程 度 の 位
置 に キ ャ パ シ タ を 介 し て 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aを 接 続 し 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及
び 右 信 号 線 7bに お い て 、 給 電 点 Sか ら 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bの 側 に 沿 う 、 所 定 の 伝 搬 波 長 の 1/4
程 度 の 位 置 に キ ャ パ シ タ を 介 し て 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bを 接 続 す る こ と で 、 所
定 の 周 波 数 に お け る 略 1/2波 長 ダ イ ポ ー ル を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 三 の コ イ ル 9a及 び 第 四 の コ イ ル 9bの 代 わ り に 、 可 変 イ ン ダ ク タ を 接 続 す る こ と
で 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 共 振 周 波 数 を 変 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ は 、 可 変 イ ン
ダ ク タ の リ ア ク タ ン ス 値 の 変 化 に 伴 い 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aの 可 変 イ ン ダ ク
タ か ら イ ヤ ホ ン 5aま で の 部 分 、 あ る い は 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bの 可 変 イ ン ダ ク
タ か ら イ ヤ ホ ン 5bま で の 部 分 の UHF帯 の 周 波 数 に お け る 電 流 の 流 れ 方 が 変 わ る 為 で あ る 。
こ の 場 合 、 可 変 イ ン ダ ク タ に 印 加 す る 逆 バ イ ア ス 電 圧 源 は 無 線 機 本 体 1の 内 部 に 設 置 し て
構 わ な い 。 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aは 近 接 し て 配 置 し て い る 為 、 左 グ ラ ウ ン ド 線
6a及 び 左 信 号 線 7aの 間 に は 、 キ ャ パ シ タ が 分 布 し て 接 続 さ れ た 状 態 で あ る が 、 左 グ ラ ウ ン
ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aの 間 を 、 所 定 の 波 長 に 対 し て 十 分 に 小 さ い 間 隔 で 、 実 際 に チ ッ プ キ
ャ パ シ タ を 接 続 し て も 良 い 。 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに 関 し て も 同 様 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aに お け る 、 第 三 の コ イ ル 9aか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aま で
の 部 分 と 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに お け る 、 第 四 の コ イ ル 9bか ら 第 二 の イ ヤ ホ
ン 5bま で の 部 分 に 高 周 波 の 電 流 が 誘 起 さ れ る と 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 諸 特 性 に 影 響 を 与
え る 。 こ の 誘 起 さ れ た 高 周 波 の 電 流 を 抑 制 す る 為 の 手 段 と し て 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左
信 号 線 7aに お け る 第 三 の コ イ ル 9aか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aま で の 部 分 と 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b
及 び 右 信 号 線 7bに お け る 第 四 の コ イ ル 9bか ら 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bま で の 部 分 に 磁 性 体 塗 料 を
塗 っ た り 、 フ ェ ラ イ ト を 巻 き つ け た り し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 は 、 回 路 基 板 2で 行 っ て も 良 い が 、 給
電 点 S付 近 で 行 う こ と で 使 用 可 能 な 周 波 数 帯 域 を 広 く 保 つ こ と が で き る 。 こ れ は 回 路 基 板 2
か ら 給 電 点 Sま で に 延 在 す る イ ヤ ホ ン コ ー ド の 長 さ が 周 波 数 特 性 を 持 つ 為 、 イ ン ピ ー ダ ン
ス 整 合 を 図 る 上 で 使 用 で き る 周 波 数 帯 域 を 狭 く し て し ま う か ら で あ る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス 整
合 の 一 環 と し て 整 合 回 路 に 共 振 器 を 挿 入 す る と 、 使 用 可 能 な 周 波 数 帯 域 を さ ら に 広 く す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 の 形 態 1に 示 し た イ ヤ ホ ン コ ー ド は 左 右 対 称 な 構 造 と な っ て い る が 、 非 対 称 な 構 造
で も よ く 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ も 非 対 称 な 構 造 と な っ て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 左 グ ラ ウ
ン ド 線 6a及 び 左 信 号 線 7aに お け る 給 電 点 Sか ら 第 三 の コ イ ル 9aま で の 長 さ と 、 右 グ ラ ウ ン
ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに お け る 給 電 点 Sか ら 第 四 の コ イ ル 9bま で の 長 さ の 総 和 が 所 定 の 伝
搬 波 長 の 1/2程 度 と な る よ う に 、 第 三 の コ イ ル 及 び 第 四 の コ イ ル を 配 置 す る 位 置 を 決 め れ
ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 2は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 2を 示 す も の で 、 UHF帯 テ レ ビ 放 送 視 聴 機 能 を 備 え た 、 無 線 端
末 の ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 実 施 の 形 態 1で は モ ノ ラ ル タ イ プ の イ ヤ ホ ン コ ー
ド を 使 用 し た が 、 実 施 の 形 態 2で は ス テ レ オ タ イ プ の イ ヤ ホ ン コ ー ド を 使 用 し て い る 。 実
施 の 形 態 1と の 違 い は 、 信 号 線 7を 信 号 線 7Lと 信 号 線 7Rの 2本 に 分 け 設 け 、 信 号 線 7Rを グ ラ
ウ ン ド 線 6に 近 接 し て 配 置 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 動 作 原 理 は 実 施 の 形 態 1と 同 じ で あ る 。 回 路 基 板 2か ら 給 電 点 Sま で の 部 分 で 形 成 す る 、 U
HF帯 の 周 波 数 に お け る 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 は 、 グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7Lに よ っ て 構 成
さ れ る 。 信 号 線 7Rと グ ラ ウ ン ド 線 6は 近 接 し て 配 置 す る 為 、 信 号 線 7Rと グ ラ ウ ン ド 線 6の 間
に 、 キ ャ パ シ タ が 分 布 し て 接 続 さ れ た 状 態 と な り 、 UHF帯 の 周 波 数 に お い て 信 号 線 7Rと グ
ラ ウ ン ド 線 6を 一 つ の 金 属 線 と し て 扱 っ て も 差 し 支 え な い 。 左 グ ラ ウ ン ド 線 6a及 び 左 信 号
線 7aと 、 右 グ ラ ウ ン ド 線 6b及 び 右 信 号 線 7bに お い て 、 給 電 点 Sか ら イ ヤ ホ ン 5a及 び イ ヤ ホ
ン 5bま で の 間 の 構 成 は 実 施 の 形 態 1と 全 て 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 UHF帯 の 周 波 数 に お け る 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 は 、 回 路 基 板 2か ら 給 電 点 Sま で の 間
で 、 信 号 線 7Rと 信 号 線 7Lを 近 接 し て 配 置 し 、 信 号 線 7R及 び 信 号 線 7Lの 間 に 、 キ ャ パ シ タ が
分 布 し て 接 続 さ れ た 状 態 と す る こ と で 、 UHF帯 の 周 波 数 に お い て 信 号 線 7R及 び 信 号 線 7Lを
一 つ の 金 属 線 と し て 扱 う こ と で 構 成 し て も 構 わ な い 。 同 様 に 、 回 路 基 板 2か ら 給 電 点 Sま で
の 間 で 、 信 号 線 7Lと グ ラ ウ ン ド 線 6を 近 接 し て 配 置 し 、 信 号 線 7L及 び グ ラ ウ ン ド 線 6の 間 に
、 キ ャ パ シ タ が 分 布 し て 接 続 さ れ た 状 態 と す る こ と で 、 UHF帯 の 周 波 数 に お い て 信 号 線 7L
及 び グ ラ ウ ン ド 線 6を 一 つ の 金 属 線 と し て 扱 う こ と で 構 成 し て も 構 わ な い 。 さ ら に 、 UHF帯
の 周 波 数 に お け る こ れ ら の 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 の 構 成 の 仕 方 は 、 近 接 し て 金 属 線 同 士 を 配
置 す る 代 わ り に 、 所 定 の 伝 播 波 長 に 対 し て 十 分 に 狭 い 間 隔 で こ れ ら の 金 属 線 同 士 を チ ッ プ
キ ャ パ シ タ で 接 続 す る こ と で 構 成 し て も 構 わ な い 。
　 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と で 、 ス テ レ オ タ イ プ の 音 声 信 号 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 実 施 の 形 態 ３ ．
　 図 3は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 3を 示 す も の で 、 UHF帯 テ レ ビ 放 送 視 聴 機 能 を 備 え た 、 無 線 端
末 の ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る も の で 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド に は モ ノ ラ ル タ イ プ を 使 用 し て い る 。
実 施 の 形 態 1と の 違 い は 、 無 線 機 本 体 1に 収 納 可 能 な ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10が 回 路 基 板 2に 接
続 さ れ 、 回 路 基 板 2に は 図 示 さ れ て い な い ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 処 理 部 が 搭 載 さ れ 、 本 発 明
に よ る ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 、 ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10と で ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 が 可 能 と な る
こ と で あ る 。 ダ イ バ ー シ テ ィ 処 理 部 で は 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 、 ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10と
の 電 気 的 な 接 続 を 切 り 替 え ら れ る ス イ ッ チ が 備 え ら れ 、 両 ア ン テ ナ ど ち ら の 復 調 デ ー タ を
採 用 す る か が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 般 的 に ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 は 、 用 い る ア ン テ ナ 間 の 距 離 を 、 所 定 の 伝 搬 波 長 の 1/2程
度 離 す こ と で 、 良 好 な 効 果 が 獲 ら れ る と 言 わ れ て い る 。 回 路 基 板 に ア ン テ ナ 素 子 を 複 数 接
続 し 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 を 用 い て ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 を 行 う と 、 ア ン テ ナ 間 の 距 離 が
確 保 で き ず 、 ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 も 悪 い 為 、 良 好 な ダ イ バ ー シ テ ィ 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 で は 、 無 線 機 本 体 1か ら 給 電 点 Sま で の イ ヤ ホ ン コ ー ド の 長 さ を 略 300mm以 上 と す
る と 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10と の 距 離 が UHF帯 の 周 波 数 500MHzに お け
る 波 長 の 略 1/2以 上 に 確 保 で き る 。 こ の 長 さ は 実 際 の 使 用 に お け る 利 便 性 の 面 か ら も 、 十
分 に 実 用 的 な 長 さ で あ る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は 、
無 線 機 本 体 1に ア ン テ ナ 特 性 が 影 響 さ れ な い と い う 特 徴 も あ り 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と ホ
イ ッ プ ア ン テ ナ 10と の ア イ ソ レ ー シ ョ ン 特 性 は 良 好 で あ る 。 本 発 明 の こ れ ら の 特 徴 は 、 ダ
イ バ ー シ テ ィ 受 信 を 行 う 上 で 非 常 に 有 利 な も の と な る 。 ま た 、 ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10と ダ イ
ポ ー ル ア ン テ ナ の 偏 波 面 は 同 一 に 固 定 さ れ る わ け で は な い の で 、 偏 波 ダ イ バ ー シ テ ィ と し
て の 高 い ク オ リ テ ィ も 持 ち 合 わ せ る こ と を 示 唆 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 前 記 ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 処 理 部 は 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と 、 ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 10
そ れ ぞ れ か ら の 受 信 電 力 を 最 大 比 合 成 す る 、 合 成 ダ イ バ ー シ テ ィ を 行 う よ う に し た も の で
あ っ て も 良 い 。 回 路 基 板 2に 接 続 さ れ る ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 以 外 の ア ン テ ナ 素 子 は 、 ホ イ
ッ プ ア ン テ ナ 10に 限 ら な い 。 ま た 、 回 路 基 板 2に は ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ お よ び ホ イ ッ プ ア
ン テ ナ 10の 他 に も 複 数 の ア ン テ ナ 素 子 を 接 続 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ４ ．
　 図 4は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 4を 示 す も の で 、 UHF帯 テ レ ビ 放 送 視 聴 機 能 を 備 え た 無 線 端 末
の ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 実 施 の 形 態 4に お い て 、 7cは 同 軸 ケ ー ブ ル の 内 導 体
、 7dは 同 軸 ケ ー ブ ル の 内 導 体 7cの 分 岐 後 に 第 一 の イ ヤ ホ ン 5aと 接 続 を 行 う 左 信 号 線 、 7eは
同 軸 ケ ー ブ ル の 内 導 体 7cの 分 岐 後 に 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bと 接 続 を 行 う 右 信 号 線 、 6は 同 軸 ケ
ー ブ ル の 外 導 体 、 6dは 同 軸 ケ ー ブ ル の 外 導 体 6に お け る 給 電 点 S側 の 端 部 と 第 一 の イ ヤ ホ ン
5aを 接 続 す る 左 グ ラ ウ ン ド 線 、 6eは 同 軸 ケ ー ブ ル の 外 導 体 6に お け る 給 電 点 S側 の 端 部 と 第
二 の イ ヤ ホ ン 5bを 接 続 す る 右 グ ラ ウ ン ド 線 、 8cは 左 信 号 線 7dの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第
五 の コ イ ル 、 8dは 右 グ ラ ウ ン ド 線 6eの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 六 の コ イ ル 、 9cは 左 信 号
線 7d及 び 左 グ ラ ウ ン ド 線 6dの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 七 の コ イ ル 、 9dは 右 信 号 線 7e及 び
右 グ ラ ウ ン ド 線 6eの 一 部 が 螺 旋 状 に 巻 か れ た 第 八 の コ イ ル 、 11は チ ョ ー ク 構 造 を 持 つ 導 体
で あ り 、 一 部 が 外 導 体 6cと 導 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 実 施 の 形 態 3と の 違 い は 、 回 路 基 板 2か ら 給 電 点 Sま で の 間 に グ ラ ウ ン ド 線 6及 び 信 号 線 7
で 構 成 さ れ る UHF帯 の 周 波 数 に お け る 平 衡 二 線 の 伝 送 線 路 を 、 同 軸 ケ ー ブ ル で 形 成 し て い
る 点 、 及 び 外 導 体 6cの 外 側 に UHF帯 の 周 波 数 の 電 流 が 流 れ に く い よ う に チ ョ ー ク 構 造 11を
持 た せ て い る 点 で あ る 。 な お 、 給 電 点 Sか ら 第 一 の イ ヤ ホ ン 5a及 び 第 二 の イ ヤ ホ ン 5bを 接
続 す る 左 信 号 線 7d及 び 右 信 号 線 7eと 、 左 グ ラ ウ ン ド 線 6d及 び 右 グ ラ ウ ン ド 線 6eに よ る ダ イ
ポ ー ル ア ン テ ナ の 形 成 方 法 は 実 施 の 形 態 3と 同 様 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 回 路 基 板 2と 前 記 同 軸 ケ ー ブ ル は 共 に 不 平 衡 型 回 路 で あ る 為 、 回 路 基 板 2と 前 記 同 軸 ケ ー
ブ ル の 接 続 に バ ラ ン は 介 さ な く て 良 い 。 し か し 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は 平 衡 型 回 路 で あ る
為 、 給 電 点 Sで は 高 周 波 (こ こ で は UHF帯 の 周 波 数 ) に お い て 反 射 電 流 が 生 じ る 。 反 射 し た U
HF帯 の 周 波 数 の 電 流 は 外 導 体 6cの 外 側 を 流 れ る 。 こ の 電 流 に よ る 放 射 を 低 減 す る 為 、 外 導
体 6cを チ ョ ー ク 構 造 11と す る 。 図 4に 示 す よ う に 、 チ ョ ー ク 構 造 11は 前 記 同 軸 ケ ー ブ ル と
概 略 平 行 な 円 筒 状 の 導 体 で 、 給 電 点 S側 を 開 放 、 回 路 基 板 2側 を 外 導 体 6cと 短 絡 す る 。 図 4
に 示 す チ ョ ー ク 構 造 11の 長 さ Lを 所 定 の 伝 搬 波 長 の 略 1/4に す る こ と で 、 所 定 の 周 波 数 に お
い て は 、 給 電 点 Sか ら 回 路 基 板 2側 を 見 込 ん だ 外 導 体 6cの 外 側 の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス は 無 限
大 と な り 、 給 電 点 Sか ら の 反 射 電 流 は 流 れ な く な る 。 こ こ で 外 導 体 6cと チ ョ ー ク 構 造 11と
の 間 隔 dを あ る 程 度 広 く と る と 、 反 射 電 流 の 流 れ に く く な る 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が 可
能 で あ る 。 チ ョ ー ク 構 造 11を 形 成 す る 代 わ り に 、 外 導 体 6cに フ ェ ラ イ ト を 巻 き つ け る 、 若
し く は 磁 性 体 塗 料 を 塗 っ て も 良 い 。 実 施 の 形 態 4で は 、 UHF帯 の 周 波 数 に お け る 伝 送 線 路 を
同 軸 ケ ー ブ ル で 形 成 し た 為 、 信 号 線 で あ る 内 導 体 7cが 外 導 体 6cで シ ー ル ド さ れ 外 乱 に よ る
影 響 を 受 け に く く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ５ ．
　 図 5は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 5を 示 す も の で 、 UHF帯 テ レ ビ 放 送 視 聴 機 能 を 備 え た 無 線 端 末
の ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 ア ン テ ナ の 基 本 動 作 は 実 施 の 形 態 3と 同 じ で あ る 。 1
2は イ ヤ ホ ン コ ー ド 、 13は ク リ ッ プ で 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド 12と つ な が っ て お り 、 イ ヤ ホ ン コ
ー ド 12が 無 線 端 末 使 用 者 の 衣 服 と 固 定 で き る よ う に し た も の で あ る 。
　 な お 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド 12は 実 施 の 形 態 １ ～ 実 施 の 形 態 ４ で 説 明 し た も の の う ち の 何 れ か
一 つ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 イ ヤ ホ ン コ ー ド 12を ク リ ッ プ 13で 無 線 端 末 使 用 者 の 衣 服 に 固 定 す る と 、 人 体 に 対 す る ダ
イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 位 置 が 変 動 し に く く な り 、 安 定 し た ア ン テ ナ 特 性 を 得 る こ と が で き る
。 ま た 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 位 置 が 無 線 端 末 使 用 者 の 人 体 か ら 離 れ る よ う に 衣 服 に 固 定
す る こ と で 、 ア ン テ ナ 効 率 を 高 め る こ と も で き る 。 さ ら に 、 イ ヤ ホ ン コ ー ド 12を 無 線 端 末
使 用 者 の 衣 服 に 固 定 す る こ と は 、 耳 に か か る 力 の 負 担 を 軽 減 す る こ と に も つ な が る 。 イ ヤ
ホ ン コ ー ド 12と ク リ ッ プ 13を つ な げ る 部 材 は 特 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は 金 属 で な い ほ う
が 良 い 。 ク リ ッ プ 13を 構 成 す る 部 材 も 同 様 で あ る 。 ク リ ッ プ 13の 設 置 箇 所 は 図 5に 示 す も
の に 特 定 さ れ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 携 帯 電 話 機 端 末 や 携 帯 テ レ ビ 端 末 等 の 無 線 機 端 末 に 対 し て の 適 用 に 好 適 な も の
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 2を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 3を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 4を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 5を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 他 の 従 来 の 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
1： 無 線 機 本 体 、 2： ： 回 路 基 板 、 3： イ ヤ ホ ン プ ラ グ 、 4： イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク 、 5a： 第 一 の
イ ヤ ホ ン 、 5b： 第 二 の イ ヤ ホ ン 、 6： グ ラ ウ ン ド 線 、 も し く は 同 軸 ケ ー ブ ル の 外 導 体 、 6a
、 6d： 左 グ ラ ウ ン ド 線 、 6b、 6e： 右 グ ラ ウ ン ド 線 、 7、 7L、 7R： 信 号 線 、 7a、 7d： 左 信 号
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線 、 7b、 7e： 右 信 号 線 、 7c： 同 軸 ケ ー ブ ル の 内 導 体 、 8a： 第 一 の コ イ ル 、 8b： 第 二 の コ イ
ル 、 9a： 第 三 の コ イ ル 、 9b： 第 四 の コ イ ル 、 10： ホ イ ッ プ ア ン テ ナ 、 11： チ ョ ー ク 構 造 導
体 、 12： イ ヤ ホ ン コ ー ド 、 13： ク リ ッ プ 、 S： 給 電 点 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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